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薬物、アルコール.• • 

依存症者と家族をサボー
働は2011年度から)。薬物依存症対策

に取り組んできた府議会公明党の藤村

昌隆、大橋章夫、内海久子の各議員は

このほど、同センターの中核施設に位

置付けられている府立精神医療センタ

ー(同府枚方市)を訪れ、関係者と懇

談した。

大阪府は、薬物やアルコール、ギャ

ンブルなどの依存症者の治療と社会復

帰をサポートする試みとして、当事者

・自助グループ、医療、司法、行政か

らなる全国初のネットワーク組織「大

阪アディクション(依存症)センター」

を発足し、注目を集めている(本格稼

府立精神医療センターを訪れ、職員から説明を聞く
(右から)内海、藤村、大橋の各議員

ル
に
手
を
出
し
て
し
ま
う
ケ
l
ス
が
多

い
。
こ
れ
を
防
ぐ
た
め
、
ア
デ
ィ
ク
シ

ヨ
ン
セ
ン
タ
ー
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活

用
し
て
法
律
的
な
支
援
と
同
時
に
、
医

療
機
関
の
専
門
治
療
を
受
け
て
、
依
存

症
自
体
を
治
し
て
い
く
。
さ

hhd、
臨

床
心
理
士
ら
が
借
金
生
活
で
疲
弊
し
た

家
族
の
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
に
も
取
り
組
む

と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
だ
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
は
、
事
務
局
と
な

る
行
政
の
ほ
か
、
当
事
者
・
家
族
相
互

の
自
助
グ
ル
ー
プ
、
保
健
所
、
医
療
機

関
、
矯
E
施
設
・
保
護
観
察
所
、
弁
護

士
会
・
司
法
書
士
会
、
取
り
締
ま
り
機

関
の
厚
生
労
働
省
近
畿
厚
生
局
麻
薬
取

締
部
、
在
宅
生
活
を
支
え
る
ヘ
ル
パ
ー

や
訪
問
看
護
師
ら
が
参
加
す
る
。

府
は
ア
デ
ィ
ク
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の

発
足
に
当
た
っ
て
、
国
の
「
依
存
症
治

療
拠
点
機
関
設
置
運
営
事
業
」

(
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M年
度
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3
カ
年
モ
デ
ル
事

業
)
を
活
用
。
府
立
精
神
医
療
セ
ン
タ

ー
が
「
依
存
症
治
療
拠
点
機
関
」
の
指

定
を
受
け
、
独
自
に
開
発
し
た
治
療
回

復
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
い
る
。

ま
た
、
府
こ
こ
ろ
の
健
康
総
合
セ
ン

徳
教
拘
長
独
自
の
回
復
プ

ア
デ
ィ
ク
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
と
い
っ

て
も
、
何
か
建
物
が
あ
る
わ
け
で
は
な

い
。
依
存
症
者
の
立
ち
直
り
を
支
え
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
異
名
だ
。
一
人
の
依

存
症
者
に
対
し
、
一
面
的
に
関
わ
る
の

で
は
な
く
、
相
談
、
治
療
、
生
活
を
支

え
る
法
律
的
な
支
援
、
家
族
へ
の
サ
ポ

ー
ト
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
家
が
、

情
報
を
共
有
し
、
依
存
症
者
の
社
会
復

帰
ま
で
支
え
抜
い
て
い
く
。

例
え
ば
、
多
重
の
借
金
で
苦
し
む
ギ

ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
者
の
場
合
、
弁
護
士

な
ど
に
相
談
し
、
借
金
が
整
理
さ
れ
て

負
担
が
軽
く
な
る
と
、
ま
た
ギ
ャ
ン
ブ
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